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絵本
えほん

のよみきかせを楽
たの

しんだ後
あと

、 

紙
かみ

コップと輪
わ

ゴムを使って、いきおいよく

とびあがるクラゲを作
つく

ろう！ 

７月
がつ

２7日
にち

（土曜日
ど よ う び

） 
10時

じ

３０分
ぷん

から 11時
じ

３０分
ぷん

 

宍
し

粟
そ う

市
し

立
り つ

図
と

書
し ょ

館
か ん

 ２階
か い

 

４歳
さ い

以上
い じ ょ う

の子
こ

どもと保護者
ほ ご し ゃ

 

ハサミ 

8組
く み

（事前
じ ぜ ん

申込
もうしこみ

が必要です・先着順
せんちゃくじゅん

） 

7月
がつ

９日
にち

午
ご

前
ぜん

9時
じ

30分
ぷん

より受
うけ

付
つけ

開
かい

始
し

 

 

ところ    

対
た い

  象
しょう

 

持
も

  物
も の

 

定
て い

 員
い ん

 

申
も う

  込
こ

   

   
 

図書館カウンター、または電話、ファックスにて 

お申し込みください。 

キャンセルの場合は、図書館までご連絡ください。 

特別企画 

館内のあちこちにいる、手作りの海の生き物を探してみよう！一緒に 

かくされたひらがなを組み合わせると、どんな言葉ができるかな？ 

開催場所：宍粟市立図書館・いちのぴあ図書室・はがてらす図書室・ちくさ図書館 

ジャンプするよ！ 



子
ど
も
の
本

62

こ ん な 本 あ り ま す

『　再生　西鉄バスジャック事件からの編み直しの物語　』

山口　由美子　著（岩波書店　2024年刊）

2000年5月、17歳の少年が西鉄バスジャック事件を

起こし、1人が死亡、2人が負傷しました。著者は、こ

の事件で重傷を負い、恩師を喪いました。

加害少年と著者の娘は同じ年に生まれ、二人は不

登校でしたが、娘には、適応指導教室という居場所が

ありました。少年にも居場所があれば、事件は起きな

かったかもしれません。元気になったら居場所をつくり

たい…。著者は翌年、不登校の子どもが集まる「居場

所」と、保護者が語り合う「親の会」を立ち上げました。

当時、世間では少年犯罪への厳罰化を求める動き

がありました。「悲惨な少年事件が起こるのは大人の、

特に私たち教師の責任。子どもを犯罪に走らせない

ために、大人が変わるべき。」著者は、教育者だった

恩師の言葉を思い出し、その思いを伝えたいと決意し

ます。

「厳しく罰せられるから少年犯罪が少なくなるわけで

はない。犯罪を起こすしかなかった少年の背景や、そ

の状況に追い込んだ社会のあり様を考えて欲しい。」

参議院法務委員会で少年法改正反対の意見を述べ

たことをきっかけに、著者はさまざまな場所で講演を

行いました。

殺人のような重大事件では極めて異例でしたが、京

都医療少年院（以下：京医少）から著者に、バスジャッ

ク事件の加害少年との面会の打診がありました。京

医少では、加害者を被害者と向き合わせる教育がさ

れており、教官が著者の講演を聞き、被害者である著

者の気持ちと、加害少年の更生の様子を見て、面会

の決断がされました。そして2005年4月、面会が行わ

れました。少年は深々と頭を垂れ、謝罪し、著者は驚

きながらも嬉しさを感じました。少年からの手紙には、

「自分を思って涙を流されたとき、罪深さと温かい思い

が同時に起こった」と記されており、面会はお互いに

心に響いたと実感しました。

本書は、犯罪被害者として凄絶な体験を経た著者

が、不登校の子どもたちを支えるために始めた活動

の軌跡と、加害少年との交流を綴ったノンフィクション

です。

「
王
さ
ま
に
な
っ
た
羊
飼
い
」

松
瀬

七
織

再
話

イ

ヨ
ン
ギ
ョ
ン

絵
（
福
音
館
書
店
）

昔
、
羊
飼
い
の
男
の
子
が
い
ま
し
た
。
男

の
子
は
い
つ
も
ひ
も
じ
い
思
い
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
毎
日
う
さ
ぎ
に
食
べ
物
を
分
け

て
や
り
ま
し
た
。
実
は
、
う
さ
ぎ
は
天
の
神

で
、
お
礼
に
動
物
の
言
葉
が
分
か
る
よ
う
に

し
て
く
れ
ま
し
た
。

男
の
子
は
旅
に
出
ま
し
た
。
あ
る
国
で
、

王
さ
ま
の
使
い
が
乗
っ
た
馬
が
「
鞍
に
針
が

つ
い
て
て
痛
い
」
と
言
っ
て
い
る
の
が
聞
こ

え
ま
し
た
。
鞍
を
持
ち
上
げ
て
み
る
と
、
本

当
に
針
が
つ
い
て
い
ま
し
た
。
王
さ
ま
の
使

い
は
驚
き
、
そ
し
て
、
病
気
に
か
か
っ
た
王

子
を
助
け
て
ほ
し
い
と
頼
み
ま
し
た
。

男
の
子
に
は
、
病
気
を
治
す
手
立
て
な
ど

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二
羽
の
カ
ラ
ス
が

話
し
て
い
る
の
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
王

子
の
耳
の
中
に
ク
モ
が
潜
り
こ
ん
で
い
る

と
い
う
の
で
す
。

チ
ベ
ッ
ト
に
伝
わ
る

昔
話
で
す
。
素
朴
な

タ
ッ
チ
の
絵
が
、

チ
ベ
ッ
ト
の
雰
囲
気
を

伝
え
て
い
ま
す
。

読
ん
で
も
ら
え
ば
、

五
歳
く
ら
い
か
ら

楽
し
め
ま
す
。

「
時
の
旅
人
」

ア
リ
ソ
ン
・
ア
ト
リ
ー

作

松
野

正
子

訳
（
岩
波
書
店
）

病
弱
な
少
女
ペ
ネ
ロ
ピ
ー
は
、
お
母
さ

ん
の
故
郷
で
あ
る
サ
ッ
カ
ー
ズ
農
場
に
あ

ず
け
ら
れ
ま
し
た
。
テ
ィ
ッ
シ
ー
お
ば
さ

ん
た
ち
に
迎
え
ら
れ
、
農
場
の
生
活
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

あ
る
日
、
ペ
ネ
ロ
ピ
ー
が
ひ
と
り
で
二

階
に
上
が
る
と
、
ど
こ
か
な
じ
み
の
薄
い

感
じ
が
し
ま
し
た
。
ド
ア
を
開
け
る
と
、

古
め
か
し
い
ド
レ
ス
を
着
た
貴
婦
人
が
い

て
、
ペ
ネ
ロ
ピ
ー
は
あ
わ
て
て
ド
ア
を
閉

め
ま
し
た
。
テ
ィ
ッ
シ
ー
お
ば
さ
ん
と
も

う
一
度
ド
ア
を
開
け
る
と
、
い
つ
も
の
お

ば
さ
ん
の
部
屋
で
し
た
。

十
六
世
紀
、
こ
の
農
場
を
治
め
て
い
た

の
は
、
バ
ビ
ン
ト
ン
家
で
し
た
。
領
主
ア

ン
ソ
ニ
ー
は
幽
閉
さ
れ
た
メ
ア
リ
ー
女
王

に
心
酔
し
、
救
出
計
画
に
加
担
し
て
い
ま

し
た
。
ペ
ネ
ロ
ピ
ー
は
不
意
に
こ
の
時
代

の
サ
ッ
カ
ー
ズ
農
場
に
入
り
込
み
、
現
代

の
農
場
と
行
き
来
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
の
時
代
に
お
こ
っ
た

事
件
が
元
に
な
っ
て
い
ま
す
。
悲
し
い
結

末
に
向
か
っ
て
い
く
過
去
の
世
界
の
人
々

に
寄
り
添
っ
た
少
女
の
物
語
で
す
。
十
三

歳
く
ら
い
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
ま
す
。



新着図書紹介    ◆このリストは直近 1か月に入った本の一部です◆   

書    名 著 者 出版社 ジャンル 

よくわかる世界のサイバー犯罪  御池 鮎樹 工学社 情報学 

取り急ぎ、パソコンの仕事の基本だけ教えてください！ 大林 ひろこ 技術評論社 パソコン 

Q&Aで読む縄文時代入門 山田 康弘 編 吉川弘文館 日本史 

白い拷問  自由のために闘うイラン女性の記録 ナルゲス・モハンマディ 講談社 刑務所 

「何回説明しても伝わらない」はなぜ起こるのか？ 今井 むつみ 日経 BP 人間関係 

天才の光と影  ノーベル賞受賞者 23人の狂気 高橋 昌一郎 ＰＨＰ研究所 科学者 

現地調査で実感！知っておきたい地球史の重大イベント 40 古儀 君男 技術評論社 地球史 

へんな石図鑑 渡邉 克晃 秀和システム 鉱 物 

バッタを倒すぜアフリカで （光文社新書） 前野 ウルド浩太郎 光文社 昆虫学 

自宅で楽しむバードライフ  つくろう、人と鳥の憩いの場 藤井 幹 文一総合出版 ﾊﾞｰﾄﾞｳｫｯﾁﾝｸﾞ 

死を生きる  訪問診療医がみた 709人の生老病死（しょうろうびょうし） 小堀 鷗一郎 朝日新聞出版 在宅医療 

姿勢をゆるめる  疲れない身体と心の整え方 片山 洋次郎 河出書房新社 姿 勢 

絶海  英国船ウェイジャー号の地獄 デイヴィット・グラン 早川書房 海 難 

一枚裁ちでやさしく作る手ぬいの服 高橋 恵美子 ブティック社 洋 裁 

竹久夢二のクロスステッチ図案帖  刺繡で楽しむ大正ロマン 千葉 愛子 日本ヴォーグ社 刺しゅう 

ほったらかし魚焼きグリルおかず 下条 美緒 主婦と生活社 料 理 

青魚で幸せになれる本  あじ・いわし・さばをおいしく、楽しむ。 島津修・新田亜素美 池田書店 料 理 

農家が教える枝もので稼ぐコツ 農文協 編 農山漁村文化協会 花卉栽培 

野犬の仔犬チトー 伊藤 比呂美 光文社 犬 

ひとり生きる 人生は幕引き直前まで面白い 堀 文子 三笠書房 日本画家 

Ｍａｉｔｏ Ｄｅｓｉｇｎ Ｗｏｒｋｓのおうちで楽しむ草木染め 小室 真以人 日東書院本社 草木染め 

新レゴアイデアブック  なんでも組み立てよう！ HANNAH DOLAN 他 東京書籍 玩 具 

91歳 5か月  いま想うあの人あのこと 岸 惠子 幻冬舎 映画史 

ヒソップ亭（3） 秋川 滝美 講談社 日本小説 

カフネ 阿部 暁子 講談社 日本小説 

海を破る者 今村 翔吾 文藝春秋 日本小説 

笑う森 荻原 浩 新潮社 日本小説 

ゆうびんの父 門井 慶喜 幻冬舎 日本小説 

明日、晴れますように  七夜（ななよ）物語（続） 川上 弘美 朝日新聞出版 日本小説 

愚か者の石 河崎 秋子 小学館 日本小説 

詐欺師と詐欺師 川瀬 七緒 中央公論新社 日本小説 

オパールの炎 桐野 夏生 中央公論新社 日本小説 

マネーモンスター  カラ売り屋シリーズ 黒木 亮 幻冬舎 日本小説 

夏空  東京湾臨海署安積班 今野 敏 角川春樹事務所 日本小説 

谷から来た女 桜木 紫乃 文藝春秋 日本小説 

失踪人  磯貝探偵事務所ケース C 小路 幸也 光文社 日本小説 

女の国会 新川 帆立 幻冬舎 日本小説 

告白撃 住野 よる KADOKAWA 日本小説 

ルーマーズ俗 堂場 瞬一 河出書房新社 日本小説 

最後の甲賀（こうか）忍者 土橋 章宏 角川春樹事務所 日本小説 

ドクター・デスの再臨  刑事犬飼隼人（7） 中山 七里 KADOKAWA 日本小説 

同居鮨  間借り鮨まさよ（2） 原 宏一 双葉社 日本小説 

クスノキの女神 東野 圭吾 実業之日本社 日本小説 

東京ハイダウェイ 古内 一絵 集英社 日本小説 

当確師 正義の御旗 真山 仁 光文社 日本小説 

レシピの役には立ちません 阿川 佐和子 新潮社 エッセイ 

六十路（むそじ）通過道中 群 ようこ 集英社 エッセイ 

ハルビン キム フン 新潮社 外国小説 

 



　月1冊本を選び、感想などを気軽に話し合っています。

　いつでも参加、見学できます。

『 　希望の図書館　 』

日

時

７月

８月

作

品

読　　書　　会

リサ・クライン・ランサム　著

　７月１３日（土）（第2土曜日）

　１４時～１５時３０分

　休　　会

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

７月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

８月 ×休館：月曜日・祝日・年末年始

　（月曜日と祝日が重なるときは、

　　翌火曜日も休館）

△閉館：月末館内整理

　　　　    特別整理期間

開館時間：

　９時３０分～１７時３０分

　（金曜日のみ１８時３０分まで）

巡回場所 ７月 ８月 貸出時間

山崎町内 ９日（火） 20日（火） 10時40分～14時

一宮町（学校・こども園） ５日（金） 　―――― 11時～14時

一宮町内 20日（土） 17日（土） 9時30分～15時30分

波賀町（学校・幼稚園） 3日（水） 7日（水） 10時～15時

波賀町内 27日（土） 24日（土） 10時15分～16時

千種町内 17日（水） 21日（水） 10時30分～15時

　　　巡回形式のため時間によって貸出場所は変わります。

　　　場所・時間が変更になることがあります。詳しくはお問合せください。

　　　しーたん通信でもお知らせしています。

　　　※８月７日の波賀町は、学童と保育園に公用車で巡回します。

夏休みにおすすめする本のリストを

今年も作りました。

小学校低学年（1～3年生）向け、

高学年（4～6年生）向け、

中学生から大人向けの3種類です。

入口正面の特設コーナーを

ぜひのぞいてみてください。

　　むかしばなしなどをかたります。

　10時30分からはじまります。

4さい以上の子どもがたいしょうです。

じかんにおくれないように来てください。

　　　　〇 読む予定の絵本 〇

　　　『ターちゃんとペリカン』

　　　　　ドン・フリーマン　ぶん・え

    　　　 さいおんじ さちこ　やく(ほるぷ出版)

　　ほか、夏の絵本を予定しています。

　27日は読み聞かせのあと、工作をします。

       ※工作に参加の場合は申込が必要です。

　　　13日 (だい2どようび)

　　　27日 (だい4どようび)

７月のえほんのじかん

７月のおはなしのじかん

　いろいろなえほんをよみます。

　　　6日 (だい1どようび)

　　20日 (だい3どようび)


